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※概要（Summary ）： 

固体高分子形燃料電池において，カソード反応は電子

/水素イオン/反応ガスの全てが供給可能なカーボン担

体/高分子電解質/触媒の 3 相界面に限られる．そのた

め，最適な電極構造を実現し反応に必要な物質を効率

的に供給することが，白金使用量の大幅低減に対し極

めて重要となる．そこで本研究では，自作した触媒層

の構造パラメータ値の算出を SEM 観察により行い，

推定したパラメータ値を使用したシミュレーション

モデル解析を行い，実験的との比較を行った．本稿で

は，SEM 観察部分のみを報告する． 

 
※実験（Experimental）： 

触媒層構造パラメータは電池性能に大きく影響す

る重要な要素であるので，精度向上のため主要な構造

パラメータは電界放射型走査型電子顕微鏡の観察画

像などから推定した． 

 
※結果と考察（Results and Discussion）： 

図は触媒層の SEM 断面画像であり，(a)は作製した

触媒層断面図，(b)は(a)の触媒層断面を拡大した画像

である．(a)から触媒層厚さ，(b)からカーボンアグロ

メレート粒子径を推定した．ただし，触媒層厚さに関

しては，断面形状が切断時に変形してしまう場合があ

り，その際はカーボン量と触媒層厚さの関係式および

マイクロメーターから測定した値から推定した．また，

推定した値および触媒層インク作製時のカーボンと

高分子の重量比からカーボンアグロメレート径と高分

子厚さを算出する．その他にも，空隙率および白金担持

量も算出した． 

 
※その他・特記事項（Others）： 

数m オーダの触媒層厚さに関しては，切断時に断面

形状が変形してしまう課題があり，切断方法について改

善する必要がある．また，触媒層内の空孔を埋めた上で

観察することなど，空孔を判別する手段についても検討

が必要である． 
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図：触媒層の断面写真 (a) 4300-fold and (b) 30000-fold


